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部分的に黄鉄鉱の結晶が見られ、明らかに

群の一部である O また、断層の右髄(西側)は
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Wで、約15cm厚の断層粘土も観察される(図3)0

以上のように、この露頭に見られる断層は、新

開の説明にある「旺本列島の中央部をほぼ南北に

横切る大軒層糸魚、Jlr-静間構造線の露出面が偶然現
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石場(露頭の中央部に望左よから右下に斜めに

黒く見えるのが断層である) (矧5.9.24.長島

撮影). 
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(断j替の右側は瀬戸)11層群の頁岩層型左側は竜瓜層

ある)

この露頭から北方を見ると、 NI0
0

E方向に勧昌院坂のI11予(ケルン・パット)が見え、断層はそこ

に続いていると考えられる O また、この構造線は南下して高草山付近を通って西に向きを変え、藤

枝方面に続く O 蛇足であるが、この露頭下の道路の側面には、頁岩、砂岩、チャートからなる瀬戸

JlI層群が激しく摺曲している露頭が観察できる O

ちなみに糸魚川"静岡構造線は、静岡市付近では鯨ヶ池の束、桜峠トンネル東口の谷を南北に通り、

その東側は静岡層群、西側は竜爪層群と接している(図4)0
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図ヰ属静岡市村近の地盤蹴盟国健


